
No.8 アーバンスポーツ及び大多喜学園について       （令和 6年 5月受付） 

内容 アーバンスポーツや大多喜学園に集中しすぎるのは止めましょう。税

金の無駄遣い、700万のお金をﾄﾞﾌﾞに棄てるようなことはせずに、これ

からの生かすお金、希望のある使い道にしてください。 

町を活性化させるには、まず人数を増やすことを考えたらどうです

か。アパートを建てるとか、空き家を修理して貸すとか。 

人の声に耳を傾けてください。聞く耳を持ってください。町長なので

すから自分の気に入ったことだけに夢中にならないでください。 

回答 アーバンスポーツ及び大多喜学園についての｢町長への手紙｣の内容に

つきまして、次のとおりご回答申し上げます。 

アーバンスポーツの施設整備は、町の交流人口の増加や経済の活性化

を目指しています。この施設を整備することで、地域住民だけでなく、

観光客や外部からの訪問者も増加し、地域経済にプラスの影響を与える

ことが期待されます。また、アーバンスポーツを切り口にしてスポーツ

の町としての認知度を高めることで、町の自然と地形を生かしたサイク

ルスポーツ等の推進を図り、健康社会の実現と観光振興を目指していま

す。これにより、地域住民の健康促進や観光客の受け入れ体制の強化が

期待されます。 

以上の点から、アーバンスポーツを通して町の将来の発展に繋げてい

きたいと考えています。 

次に、ご提案いただいた人口増加施策については、子育て支援や起

業・就業支援など多岐にわたり対策を講じているところです。 

このうち住環境の支援としては、町営住宅及び町内企業の就業者向け

貸付住宅を整備し、管理運営しています。 

また、空き家については、空き家バンク制度を創設し、登録物件の改



修工事費や家財道具撤去費に対する補助金を交付することにより空き家

の活用推進と移住・定住人口の増加に取り組んでいます。 

今後も皆様のご意見等をお聞かせいただきながらより良い町づくりに

努めてまいります。 

 


